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1 はじめに 






















図 1 ハルタ山観測室 図 2 火山活動研究センター 
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3 火山活動研究センターにおける技術職員の役割 

































































図 5 水準測量 図 6 火山ガス測定機材 
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施設の維持管理などを担当している。当観測所のようにキャンパスから離れた隔地観測所では現場の状
況をよく理解している教員や技術職員が対応することとなる。火山活動研究センターでは、施設の維持
管理に関して、元来技術職員が担ってきた部分であり、先輩技術職員の手によって大切に守られてきた。
まさにこの業務こそ、隔地観測所ならではの重要な業務である。 
施設の維持管理は鹿児島県内（離島観測点含む）に多数存在している観測施設はじめ、観測所本館、
ハルタ山観測室の施設維持であったり、観測機器の維持管理であったり、様々である。また通常時の安
全衛生管理なども技術職員が担う重要な業務である。 
 
4 さいごに 
 これまであげてきたとおり、火山活動研究センターでは、多岐に渡って業務が存在している。まだこ
こにあげていない業務も多数存在する。多くの業務を遂行していくには、日々の業務時間と業務の期限
を考慮しながら、優先順位をつけ、常にスケジュールを組み替えていかなければならない。 
火山活動研究センターにおいても今年度で、団塊の世代の技術職員が抜け、とうとう世代交代の時期
がやってくる。ここ数年間で業務の引き継ぎを行ってきたが、不安の念はまだ隠しきれていない。今ま
では、諸先生方と連携し先輩技術職員のご尽力により滞りなくこれら多数の業務は遂行されてきた。今
後は現職技術職員の肩に全て掛かってくる。これまでの経験を踏まえ、残すべきことは継続し、簡素化
できるところは工夫をし、限られた時間のなかで、今まで同様、業務を遂行していけるように努力して
いきたい。 
数年後自分が定年を迎えるころに引き継ぐ技術職員にしっかりとしたものを残せるよう、日々精進し
ていくのみである。 
 最後に作成するにあたり、京都大学火山活動研究センターの為栗助教に適切なご助言とご指導頂きま
した。厚く御礼申し上げます。 
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